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第5表　つづき

蓉
　 調査　日

収穫 期

　 カ

良果 敢

曲果 顔）

くず果敢 良 果 率 曲果 率 くず果率

良 異 数

曲 基 数

累積収 穫

本　 数

時 期 別

収 量比

乱当たり

収 量
収 量 比

7　月

本

5 7

本

1 5

李

9 7

　 痴

8 4．9

　 喀

2 6．5

多

8．8

本

5 2

本

1．2 1 0

珍

‘．7

ん

8 5 9

％

8 R B

本 8 月 5 5 0 1 8 5 5 5．9 5 0．2 1 5．9 5 1 5 d d．5

仕

立
9 月 1 4 1 5 4 8 8 5 5．6 2 0．5 2 5．9 1 9 5 2．1 2 1 2 5．1

80 1 0 月 1 0 5 1 7 5 2．5 1 4．7 5 5．0 1 5 7 7 7 1．9

（コⅥ
計 5 1 8 2 5 9 1 8 7 5 5．8 2 8．9 1 鼠4 7 7 7 4，1 0 8 1 0 0

7 月 5 5 7 5 7 ム7 1 占，5 ス0 4 0

1，2 4 5

4．d

7 1 2 1 0 0

本 8 月 5 9 2 1 7 2 7 4 8 1．5 2 8．9 1 1．5 5 8 4 8 5．2

仕

立

d O

9 月 2 1 0 4 1 8 5 8 2．5 1 2．2 2 5．2 2 5 5 2．5 7 2 2 8，9

1 D月 8 5 7 4 5．7 1 ス2 5 7 1 1 1 8 8 5 1．5

の兜 計 8 4 5 2 2 5 1 °8 ‘2．2 2 1．6 1 8．2 8 7 0 4．4 8 2 1 0 0

7 月 1 9 占 5 8 4．4 2 0．5 1 5．5 2 5

1．0 5 0

5，1

d d 5 9 5．5

本 8 月 5 5 5 7 8 8 8 7 0．9 1 5．5 1 5．d 4 9 8 d 1，4

仕

立

90

9 月 2 5 4 5 6 4 1 7 5．5 1 1．5 1 5．1 2 7 0 2．1 5 1 5 5．5

1 0 月 1 4 5 1 D 4 8．2 1 8．1 5 5．7 1 8 8 0 9 2．2

dⅥ 計 8 2 2 1 2 5 1 2 5 7 1．° 1 4．2 1 4．2 8 0 9 5．9 9 0 1 0 0

7 月 2 4 4 2 7 R d 1 5．° ム8 2 8

1．0 7 1

5．4

d d S 9 5．2

本 8 月 5 °7 1 4 0 5 5 8 5．d 2 5．0 R 4 5 0 d 5 5

仕

立

90

9 月 2 1 4 4 1 6 8 d d．2 1 2．8 2 1．2 2 5 5 2，1 6 9 4 1．5

1 0月 1 5 4 ‘ 5 エ0 1 ス5 2 5．7 1 7 8 0 5 2．1

（：m 計 d 1 8 1 8 9 1 2 9 ‘6．1 2 0．2 1 5．8 8 0 5 4，0 4 5 1 0 0

放

任

‘0

（コⅥ

7 月 1 4 5 4 8 2．2 2 0．0 1 ス8 1 9

1．0 1 7

2．1

8 9 8 9 7 8

8 月 5 8 8 1 2 6 7 0 ‘8．4 2 1．8 1 2．0 5 1 4 8 1．2

9 月 2 1 4 4 5 8 1 ‘5．5 1 2．7 2 4．0 5 0 1 2．1 9 8 5 5．7

1 0月 1 2 2 1 2 4 8 7 ム占 4 6．7 1 5 8 4 ° 1．5

計 6 2 8 1 7 d 1 d 7 8 4．8 1 8．1 1 7 2 8 4 7 4．0 °1 1 0 0

注．1）12．15が当たり
2）出荷規格のA級を示す。
5）出侍規格のB級を示す。

グリーンアスパラガスの早出し栽培試験

佐　藤　亀　吉

（福島県園試）

1　ま　え　が　き

近年アスパラガスの消費が増え，価格も順調な伸び

を示している。

福島県におけるグリーンアスパラガスの出荷はわず

かで，東京市場占有率は5～d喀であるが長野県に次

いで第2位である。

本県の栽培面軌は従来からホワイトアスパラガス（加

工用）が約200haあったが，最近大規模用畑の導入

作物として耶麻郡（経国山麓）150ha，石川都（母畑）

150haなどが計画されている。また，グリーンアスパ

ラガスについては各地で訴権がみられ，特に石川町が

ha，田島町50b乱，猪苗代町10ha，塩川町10haで

今後の増穂が期待されている。

南東北における露地グリーンアスパラガスの収穫期

間は4月下旬から7月上旬であり，この時期の東京市
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場の平均単価は低い。しかし，これより早い1月～4

月上旬までの単価は高く，当地方でのこの時期の出荷

の可能性について検討するために試験を行った。

2　試　験　方　法

本試験はトンネル栽培の被覆時期および．2重被覆

栽培における栽植挟間と品質・収量との関係について

昭和45年，48年の両年にわたって実施した。方法は

第1表のとおりである。

第1表　　試験　の　概要

5　試験結果および考察

1トンネル栽培試験

トンネル栽培試験は昭和4ち　48年の両年行った。

昭和45年は5月上旬～4月中旬の気温が平年より低

く，ほう芽が遅れた。また，昭和4d年の2月25日被覆

区は，ほう芽直後に低温（5月24～28日，－2．4～

－4．8℃）にあい1掛こ凍害が見られた。

項　　 試験 別 ト　ン　ネ　 ル　栽 培 試 験 2　重　 被 覆 栽 培 試 験

供　 試　 品　 種 メ リー ワシン トン5 0 0 メリー ワシン ト　ン5 0 0

試　　 験　　 区
被 覆開始時期 珠 間

2月2 5 日，5月 1 0 日，5月 2 5 日，無被覆 （露地 ） 1 5　　 2 0　　 5 0（コ乃

試　 験　 規　 模 1 区 1 0．8卿（2 0 株 ）トンネル長 さ る勒 2 速制 1 区 2 1．8が　 2 連制一

栽権 と被覆 方法

。 1 1 。 信

2・5　　　　　　　　　 グリーンポリマルチ

＼ 1勃 ＼0・d冊 子1．2勒 、L ・・、仙 叫 二ノゝ．」 ≧ルーノール ・・人・。

恒 5 車車 ヰ 0・90 本 蛮轟 5恒

、 ・5 7花

は　　 踵　　 期 昭和 4 1 年 4 月 昭和 4 5 年 5 月

定　　 植　　 期
昭和 4 2 年 4 月 讐 雪等 一謡 ㌶ 嘉等収 穫

昭和 4 5 年 1 1 月

栽 植 間 隔 （勒） 1．8 Iれ× 0．5 m 試験 区の とお り

施 肥 量 （ゆ1 0a） N －5 7 5，P20 5 －5 0・OI E 2 0－ 2 2・5 N －5 0・Ol f 2 0 5 －5 0・OI X 2 0 －5 0・0

被　 覆　 期　 間 トンネル除去　 4 月 1 0 日
収 穫 1 年め 昭 和4 5年 1月9 日～5月 1 0 日

収種 2 年 め 昭斉田 6年 1月8 日～5月 1 7 日

第2表　収穫始めと収穫期間

　　 項 目

試 験 区　 年 次

収 穫 始 め 収 穫 期 間

4 5 年 4 d年 4 5年 4 8年

2 月 2 5 日　被 覆 4月 8 日 4 月 2 日 8 d 日 9 9 日

5 月 1 0 日　　 〝 4 ・7 5 ・2 9 8 5 1 0 5

5 月 2 5 日　 〝 4 ・1 0 4 ・9 8 2 8 0

無　 被　 覆 4 ・2 7 4 ・1 6 d 5 8 8

収棲始めと収嘩期間は第2表に示したが，収穫始め

についてみると早期被覆では収穫始めまでの日数が長

く，被覆開始時期が遅れるほど短縮された。

5月10日被覆開始のものは，年により差はあるが，

両年とも露地より約20日収穫が早まり，収橙のピーク

は4月上旬に現れ，露地（5月中旬）より40日早ま

った。
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第1図　時期別収量（昭46）

量

トンネル被覆による時期別収量は第1回に示したが，

露地の収倭開始期までの108当たりの収量でみると，

2月25日被堤が昭和45年571枚昭和48年424毎，

5月10日被覆では，それぞれ579，449晦，5月25日

被覆ではそれぞれ，285，298毎であった。全収量は，

両年とも被覆開始が早いほどわずかに増収し，また，

昭和46年（収穫4年め）は収樫期間を延長したこと

もあり，前年（収櫻5年め）に比べて40多の増収が

みられた。

品質別収量は県標準出荷規格に基づいて第2図に示

したが，5月10日被覆の昭和45年はも1がやや多く

1が少なく，昭和46年はLLが少なくもが多かった

が，それ以外では差はなかった。

以上から早期出荷をねらうトンネル被覆栽培の被覆

開始時期は，収穫始め，時期別収量，品質および凍害

の影響を考えると5月10日ころで良いと考える。

2　2重被覆栽培試験

2重被覆栽培は，ビニールハウス内にさらに小型の

トンネルを行い2重被覆したもので，第1表のとおり，

探聞を15，20，50のⅥの5区を設け，昭和45，48

年の両年，1月8，9日被覆開始で試験を行った。

雷

第2図　品質別収量

第5表　収穫時期

＼聖 】

項

目

昭和 4 5 年 昭和 4 8 年

収穫始 収穫終
収 穫

期 間
収穫始 収穫終

収 穫
期 間

露地 4月27日8月50日 65日 4月1°日7月10日 88日

2 重

被覆
2月18日5月10日 84 日2月8日 5月18日 10 0日

収穫始め，および終期は第5表のとおりである。収

穫始めは気院差により昭和48年は8日早かった。45

年は収穫初年め，48年は収穫2年めの結果である。

時期別収量と品質別収量は第5，4図に示した。本

試論の収量は従来の裁縫からみて密椿でもあったこと

から最も粗櫓の50m区において，収穫初年めで1Da

O・94七，また2年めでは1．15tで意外に多かった。
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第5図　時期別収量（昭．4°）

第4図　品質別収量（昭45．48）

区

霊

霊

各区の収量を比較してみると，収穫初年めは株間15

のⅥ区が最も多く，次いで20，50cmと少なくなってお

り，2年めでは15，20cmがほぼ同じく，50C所では

やや劣っていた。また，各区の初年めと2年めの収量

をみると2年めの収量は15（Ⅵ区（10喀）と20m区

（5労）は減収しており，58m区（18喀）では増収

した。

この栽植方法で，株問15dm区では初年めの収量は

多いが以後次第に減収の傾向が，また，挟間50の乃区で

は増収の傾向がうかがわれる。しかし，5年め以降の

収量については調査していないので明らかにし待ない

が，一般栽権より密植されていることから，長年にわ

たる栽培では粂間が狭いと思われ，この条件で現在の

1t／10a　程度の収量が何年間維持できるかは判断し

かねる。

時期別収量は第5回に示したが，収穫始めは2月上

旬から（被覆開始後，初年め59日，2年め50日）収

穫され，収穫詞壷は両年とも5月中旬で打ち切ったが，

収穫量のピークは5月中旬で以降次第に低下した。

この2重被覆栽培では露地栽培に比べ収穫始めは約

70日前進し，収穫のピークは‘0日早めることができ

た。

以上から被覆後の短年収種を対象とした密植2重被

覆栽培では，条間はハウスに制約されることから，2

トンネルd粂椎，粂間65（職においては，挟間は20

（Ⅶ程度で良いと思われる。なお，この作型では1月上

旬被覆開始（無加温）で約55日後から収穫が可能であ

ることがわかった。

4　摘　　　　　要

グリーンアスパラガスのトンネルおよび2重被覆栽

培について検討した結果，トンネル栽培での被覆開始

期は5月10日ころが良いと思われ．収量は株の貯蔵

養分に支配されることから，被覆を早め収穫期問を長

くしても増収はあまり期待できない。また，2重被覆

栽培は1月上旬被覆開始（無加温）でも凍害皆無とは

いえないが，栽培が可能であることがわかり，栽植挟

間は20の花で良いと思われた。

なお，後年次の収量は調査しなかったので明らかに

し得なかった。


